
「学術集会発表をお考えの会員の皆様へ」 

 

1．学術集会発表における倫理的配慮の必要性について 

 学術研究にとりくむ際には倫理的配慮が求められることがあります。本学会においても、

近年の学術集会の発表では倫理的配慮の記載が必要になってきています。 

 

2．第三者からの倫理的チェックについて 

 学術集会で発表をお考えの研究では原則として症例報告と文献研究を除いて倫理審査機

関による第三者からの倫理的チェックが必要です。発表に倫理的配慮について記載する場

合は、研究者自身がどのような配慮を実施したかとともに、研究者が所属する組織等の倫理

審査機関の受審状況についての記載が求められます。 

 

3．日本思春期学会の倫理審査制度について 

 申請時に本学会の会員であれば倫理審査を受審することができます。原則として倫理審

査は、研究を開始する前に受審をするものですが、現在は移行措置として進行中の研究につ

いても倫理的チェックをし、委員会から意見を提示します。研究開始前の審査は制度概要図

の⑥まで、研究開始後の審査は④までのルートをたどることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究倫理審査制度概要図 

 

 

日本思春期学会研究倫理審査委員会 


